
学科名

科目名

科目区分 単位数 2 開講時期 1年次前期

必修・選択
の別

担当者

授業の
到達目標

（シラバスから）

日程と内容

　
　

40%
　
　

授業到達目標
の達成度

反省点

来年度の計画

授業評価アン
ケートに対する

コメント

履修登録者数 65 名
定期試験
受験者数

65 名 合格者数 65 名 合格率 100%

計

　
　

60%
 

100%

成績評価基準

定期試験
臨時試験

報告書・レポート
課題
演習

生物環境化学科

・提示された課題に対して、様々な手段により研究調査できるようになった。
・研究調査した内容をプレゼンテーションするための資料作成ができるようになった。（パワーポイント操作）
・作成したパワーポイント資料を用いて、プレゼンテーション、質疑応答ができるようになった。

必修科目

生物教員全員

・提示された課題に対して、様々な手段により研究調査することができる。
・研究調査した内容をプレゼンテーションするための資料作成ができる。（パワーポイント操作）
・作成したパワーポイント資料を用いて、プレゼンテーション、質疑応答することができる。

4/10　導入講義：授業の進め方と概要の説明、成績評価法の説明、導入講義、研究課題１提示
4/17　研究課題についての調査方法、図書館利用、電算室端末使用方法説明
4/24　研究課題についての調査方法、インターネットを利用した資料収集
5/1　 研究課題１のプレゼンテーションに向けての資料研究
5/8   研究課題１のプレゼンテーションに向けてのスライド作成
5/15  研究課題１についてのプレゼンテーション、ディスカッションその１
5/22  研究課題１についてのプレゼンテーション、ディスカッションその２
5/29  研究課題１についてのプレゼンテーション、ディスカッションその３
6/5   研究課題２提示と概要解説
6/12  研究課題２のプレゼンテーションに向けての資料研究。
6/19  研究課題２のプレゼンテーションに向けてのスライド作成
6/26  研究課題２についてのプレゼンテーション、ディスカッションその１
7/3   研究課題２についてのプレゼンテーション、ディスカッションその２
7/10  研究課題２についてのプレゼンテーション、ディスカッションその３
7/17　プレゼンテーションとディスカッション総括

実技

少人数教育で、新入生と近い距離で指導や交流が出来た。学生にも好評であり、学生と教員間の信頼を築き、大
学の学習に対する新入生の関心とモチベーションを高めることが自負している。来年度はさらにテーマを増やすな
どして充実させたい。

教員に対する評価（１０点満点）は平均８．６であり、他のほとんどの評価項目についても４．４前後（５段階評価）の
高評価をいただいた。今後も、学生諸君が満足できるように授業運営に努めたい。

2015年度　前期 リフレクションペーパー

アンケートにおける各項目の点数のうち、予習・復習の実施時間が１時間程度/週と短いのが気になった。この科
目の性格と、とくに前期は新入生のためのオリエンテーションの補足的な指導やそれぞれのゼミ内における教員・
学生間および学生同士のコミニュケーションを図るために多くの時間が割かれたので、予習・復習を必要とする内
容が少なかったことが原因と思われる。他は特に問題無し。

基礎ゼミⅠ

人間形成科目

部外評価
プレゼンテーション

 


